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研究成果の概要（和文）：本研究では、若手保育者の保育観の構築を支える取組みとしての場を開発した。幼児
期の「これなんだろう？もし〇〇だったら…」といった科学的な発見や身近な物事への素朴な疑問と、想像を大
切にした親子ワークショップの場を生み出し、そこでの子どもの想像から始まる物語をサポートするスタッフと
して参加した若手保育者の、子どもの表現理解や自らのかかわりについて省察する場としての機能が確認され
た。物語作成には子どもの表現活動をサポートするツールとしてデジタルデバイスを使用した。

研究成果の概要（英文）：We set up the “Third place to learn” in which not only practitioners but 
also parents and researchers gather informally so that novice ECEC teachers’ reflect their 
philosophy and learn from each other. The workshop was designed to create children’s scientific 
exploration, simple questions about things around their lives. The novice ECEC teachers' 
understanding of children's expressions and their own response was emerged. Digital devices were 
used as tools to support children's expressive activities in the creation of the imaginary world.

研究分野：保育・幼児教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日常のコミュニティとは異なるコミュニティにおいて通常とは異なる役割を担いながら、新たな保育実践を経験
する中で、新しい保育観を構築していくことは、保育の専門性を高めることに貢献したと考える。またデジタル
デバイスの活用を通した、子どもと大人で生み出す新たな知の創発を可能にする新たな関係性の開発という点で
独自性と創造性を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 幼児教育においては「遊び」を中心とした指導を展開するという考え方が国の方針として示さ

れている。これは個々の発達過程に差がみられる子どもたちに自分のリズムで選択する時間と

空間を与える中で、「自ら」という体験を保証しようという考えのもとに成り立っている。した

がって保育内容には到達目標というものは設定されない。しかしながら現状では、日本の保育に

は様々な形態が存在し、毎年同じように子どもに教える内容があらかじめ計画され、それを実践

するのが保育内容だとする理解も少なくない。保育実践においては、計画と援助というものが重

要な概念として存在する。ショーン（2007）は専門家というものは深い省察を経て実践を行って

いくのだとし、専門性が高い保育者の行為は計画だけで語れるものを超えていることを示唆し

ている。認知科学者であり文化人類学者である Suchman (1987)は、「計画」を、体系立って人間

の行為を予想するものではなく、「本来的にはアドホックな活動に対して、たかだか弱いリソー

ス（資源）である」と捉える。そして人間の行動とは、そのリソースに基づいて変容していくも

のであると述べる。 

保育学生や若手保育者は、立てた計画が実践の中でうまく実行されたか否かに多くの注意を

はらう傾向があることが、研究代表者が保育者養成校で勤める中で見えてきた。現場では計画通

り上手に実践できることが評価されることも現実である。そのため、若手保育者が就職後に経験

の不足から、できない自分に直面することになり、保育者としてのアイデンティティが形成され

る時間も許されないまま自己自身が揺るがされる危機に直面する結果も生じている。 

保育者の存在を支える保育の在り方として、あらかじめ決められた計画を実行するのではな

く、子どもと大人が応答的に創り上げる日々の保育実践が求められる。子ども「自ら」のみなら

ず、大人「自ら」の存在も認められる場である。  

 
２．研究の目的 

 本研究は以上のような課題を背景にして、保育者自らが子どもと応答する中で、自ら子ども理

解を深めながら保育観を構築していくという保育者の成長過程を大事にする育成の在り方を追

究した。そのことが、個々の保育者の個性が生かされ「保育の質の向上が成される」ことへと繋

がっていくと考えるからである。そのためには、子どもの遊びを通した探求の姿を中核に据え、

保育者のみならず保護者や研究者がインフォーマルに集い、学び合う「第三の学びの場」の創造

も重要となる。本研究では、若手保育者の保育観の構築を支える取組みとしての科学コミュニケ

ーションの場の開発を行い、このフィールドを基に、子どもと大人（保育者・保護者）が応答的

に作り上げる場に、保育者がインフォーマルに参加し体験を重ねることで、その保育観がどのよ

うに変容するのかを明らかにしていく。その変容の要素こそ、新しい保育観の理念と考える。 

 
３．研究の方法 

 （1）若手保育者の保育観の構築を支える取組みとしての科学コミュニケーションの場の開発 

（2）ワークショップに参加した保育者の保育観の変容過程の検証：事例検討会をワークショッ

プ実施と同回数実施し、研究者も加わり、実践を保育者自身がどのように捉えたか、また自分自

身の気づきや認識の変化について意見交換を行うとともにグループインタビューを実施した。

ここでは自己を省察する機会であることに焦点を置く。意見交換の場で語られたこと、インタビ

ューデータは逐語録に起こし、個人の変容過程を明らかにするのに適している質的分析方法を

用いて検討した。 



（3）ワークショップでの親子・保育者のやりとりの検証：物語作成の様子をビデオカメラで録

画し、各親子・保育者の会話のやり取りを録音した。また保護者にアンケートを実施した。録画・

録音データを記録に起こし、分析データとした。分析データとアンケートは質的分析方法を用い

て検討した。 

倫理的配慮：研究遂行に当たっては、対象者のプライバシー、権利に十分配慮した。データ取得、

取り扱いについて十分に配慮する旨を事前に保護者、子ども、保育者に説明し、同意を得ている。

また愛知淑徳大学福祉貢献学部の研究倫理審査の承諾を得て実施した。 

 
４．研究成果 

 (1) ワークショップは、2019年度～2022年度にかけて計 9回実施した。 

・文京区教育センター (①2019/9/28②2019/11/2 ④2022/3/29 ⑤2022/8/19 ⑥2022/10/1   ⑨

2023/3/11）  

・はまぎん こども宇宙科学館（横浜市）(③2021/8/29オンラインにて実施） 

・八王子市中央図書館 (⑦2023/2/19） 

・トヨタモピリティ中京株式会社 MOBILITY GATE 吹上/ 社会福祉法人名古屋市千穂区社会福祉

協議会 (⑧2023/3/4)  

 

「これなんだろう？もし〇〇だったら…」といった科学的な発見は身近な物事への素朴な疑

問と、想像から始まる。ワークショップでは、身近な自然事象を題材に、子どもが自身の体験を

通した想像から始まる物語を、大人がサポートしながら iPad（絵本製作アプリ「ピッケのつくる

えほん」使用）で創作した。参加した親子に対して保育者及び保育者を目指す学生が寄り添う形

をとった。創作したものを、参加者間でスクリーンに写す形で共有をした後、個別にプリントア

ウトし絵本にして、持って帰れる形にした。 

＜対象児の年齢＞開始当初から回を重ねながら見直し、4歳児～小学校 1年生とした。 

＜環境構成＞表現ツールとしてのデジタルデバイスの活用については、見やすさや視覚的効果

の強さによって幼児同士の協働的創造性を促すという示唆がある。ワークショップを重ねなが

ら、机の上で実施する事に比べ、床座で実施する事により、それぞれの親子・保育者グループ間

での影響のしやすさが確認されたため、床座の環境構成で実施した。また各回の参加親子は基本

7組とした。1回のワークショップは 90分を基本として実施した。 

＜振返り・学び合い＞ワークショップ実施後は保育者、学生と研究者間でその日の子どもの表現

や自分のかかわりについて語り合う振返りの場を設けた。保育者らと研究者で、オンラインでの

勉強会や打ち合わせの機会も定期的に設けた。 

（2）インフォーマルな学びの場において、保育者た

ちは自身のこれまでの子どもの関わりや構築してき

た保育観を基に、ワークショップにおける親の子に対

する関わりを見ながら、共感したり疑問を呈したりし

ていた。そこには自分を重ね合わせる保育者もおり、

こうありたい自分とそうできない自分のせめぎ合い

が起こっていた。中には、自身の職場での実践を変え

る必要があると言及した者までいた。こうした意見

は、参加者間及び研究者間において共感的に受け止め

られた。そこでは「正解を求められない場」として、



そもそも正解のない保育者と子どもの関わりについて検討する場が醸成されていた。 

（3）保育者の関係構築においては、まず親子の様子を見ながら、次第に親子へと応答的な働き

かけを通した介入行動が見られた。次第に子ども・保護者・保育者の三者のかかわりが生み出

されていったことも確認された。 

 

これらの保育者の「うごき」からは（木下,2020）、保育者自身に揺らぎをもたらし、ある矛

盾に向き合う場であり（エンゲストローム,2020)、変化をもたらす場であったことが認められ

た。直接の保育の場にはいないけれども、ワークショップへの参加を通して保育者として子ど

もとの関わりの理念を醸成していたといえる。McKay and Sappa（2019）は、教師のアイデンテ

ィティの成長は変化することにあり、その過程は、認知的な緊張や曖昧さ、多様な見方を経験

することで、今までの考え方に挑戦し、新しく「感じること、考えること、行動すること」で

あると述べているが、この考えに依拠すれば、インフォーマルなワークショップの場は、保育

者にアイデンティティの変化をもたらす場であったといえる。 

日本の保育者の早期離職者の多さは、OECD（2017）からも指摘されているところである。国

は現在、こうした状況を鑑み、その解決策を研修を通した若手保育者のスキル向上に求めてい

る。本研究結果では、若手保育者と親子そして研究者が会するインフォーマルな場が、若手保

育者達に揺らぎをもたらしながら「関わりの理念を醸成する」場として機能し、彼らを支える

一つの学びを生み出していることが明らかとなった。保育者の学びのモデルの一つとして示す

ことができると考えている。 
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